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はじめにお読みくださいはじめにお読みください

このたびは、本商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。
•	本説明書は「ソレイド　テラスタイプ　移動桁仕様」の組み立て、施工について説明しています。
•	本説明書は専門知識を有する業者様向けの内容となっております。
誤った方法で作業を行うと、不具合につながるおそれがあります。
作業には危険が伴いますので、専門知識を有する業者様が行ってください。

•	本説明書は、必ず組み立て、施工される方にお渡しください。
お施主様向け取扱説明書は、必ずお施主様にお渡しください。

•	本説明書の連棟部の施工については、外観右側の取り付けを示しています。

本書内の表記
•	商品の組み立て、施工をしていただくうえで、人身事故や物的損害を未然に防止するため、
守っていただきたいこととして、下記のような警告表記をしています。
内容をよくご理解のうえ、商品の組み立て、施工を行ってください。

警告／注意／お願い

表　記 意　味

警 告 取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危
害の程度

注 意 取り扱いを誤った場合、使用者が通院加療の必要な傷害を負うことが想定さ
れるか、または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度

お願い 取り扱いを誤った場合、使用者が通院加療の必要のない程度の傷害を負うこ
とが想定されるか、または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度

その他の表記

表　記 意　味

改訂 商品や作業に変更があったことを示しています。
必ず変更点を確認のうえ、作業を行ってください。

ご注意 作業上の注意していただきたい内容を示しています。

Check 確認していただきたい内容を示しています。

ポイント
商品の組み立て・施工を行う際の作業のポイントを示しています。

電気工事 電気工事士の資格を有する方が行う作業を示しています。

電動ドライバー
禁 止 電動ドライバーを使用してはいけないことを示しています。

シー
リン
グ材 必ずシーリングを行っていただきたい箇所を示しています。
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安全にお取り扱いいただくために

•	本商品の組み立て、取り付けは、所定のボルト・ねじを使用し最後まで確実に締め付けてください。
締め付け不良は漏水や事故につながるおそれがあります。

•	取り付けは、柱・間柱・胴差しなどの構造材に必ず取り付けてください。
商品の破損や部材の脱落につながるおそれがあります。

•	コーチねじの取り付けは所定の下穴を必ずあけてください。

•	経年劣化などで構造材が損傷している場合は、お施主様と打ち合わせをし、復旧、補強工事を行
ってから商品を取り付けてください。

•	シーリングは説明書に従って必ず行ってください。
漏水につながるおそれがあります。

•	外壁と商品とのシーリングは、プライマーを塗布し、変成シリコーン系シーリング材をご使用	
ください（別途手配品）。
漏水につながるおそれがあります。

•	ポリカーボネート板へのシーリングは、必ず脱アルコール形のシーリング材をご使用ください	
（別途手配品）。
ポリカーボネート板の接着不良やひび割れにつながるおそれがあります。

•	アルミ部材は鉄などの異種金属との接触で腐食が進行します。
必要に応じて塗料、ビニールテープなどで絶縁処理をしてください。

•	テラス屋根の上に乗らないでください。
商品が破損したり、転落によりけがをしたりするおそれがあります。

注 意

•	作業を行う際は、作業に適した服装で、適切な保護具（保護帽、安全帯、眼・耳・手・足の
保護具）を着用し、安全に作業を行ってください。

•	作業場所の整理整頓を行うとともに、照度などの安全作業ができる作業環境の確保を行って
ください。

•	高所作業では、安全確保や倒壊防止などの安全作業のための必要な措置を行ってください。

•	商品の運搬、組み立て、取り付けは相応の人数で行ってください。

•	作業は各作業工程を考慮して進めてください。
また、国家資格、技能講習、特別教育が必要な作業は、有資格者が行ってください。

•	作業者が相互に安全、健康状態について確認を行ってください。

•	事故が発生した場合は作業を中断し、安全を確保のうえで、ただちに手当てを行ってください。

ご注意
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施工前の準備

作業前の確認 ·······································································P.4
全体構成図	·······················································································P.4
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作業前の確認

全体構成図

垂木掛け

屋根ふき材

移動桁

中桟
垂木

前枠

妻垂木

柱

雨樋
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（単位：mm）

柱長さの算出

•	(柱長さ※1)＝(Hmax：垂木掛け取り付け面高さ※2)−A−C＋302…(式1)
※1：(柱長さ)は埋め込み寸法(300mm)含む
※2：(垂木掛け取り付け面高さ)はP.84「姿図」を参照してください。

柱ユニットの柱長さ：2902
以下の計算の結果、柱長さがこれを超えるときは、ロング柱に変更するか、	
垂木掛けの取り付け位置を低くしてください。

屋根形状 呼称出幅 Ｄ Ｂ
（標準）

※３ Ａ
単棟 単棟

1.0～2.0間 2.5間 3.0間 1.0～2.0間 2.5間 3.0間

600
N/㎡

Fタイプ

3尺 870 570

180
170

170

276.9	 314.9	 314.9	
4尺 1170 870 329.8	 367.8	 367.8	
5尺 1470 1170 382.7	 420.7	 420.7	
6尺 1770 1470 435.6	 473.6	 473.6	
7尺 2070 1770

160
488.5	 526.5	 560.5	

8尺 2370 2070 170 579.4	 579.4	 613.4	
9尺 2670 2370 632.3	 632.3	 666.3	

Rタイプ

3尺 870 570

170	
140	

140

280.1	 318.1	 318.1	
4尺 1170 870 333.0	 371.0	 371.0	
5尺 1470 1170 385.9	 423.9	 423.9	
6尺 1770 1470 438.8	 476.8	 476.8	
7尺 2070 1770

125
491.7	 529.7	 563.7	

8尺 2370 2070 140 582.6	 582.6	 616.6	
9尺 2670 2370 635.5	 635.5	 669.5	

1500
N/㎡

Fタイプ

3尺 870 570

170 160

−

314.9	 348.9	

−

4尺 1170 870 367.8	 401.8	
5尺 1470 1170 420.7	 454.7	
6尺 1770 1470 473.6	 507.6	
7尺 2070 1770 526.5	 560.5	
8尺 2370 2070 160 − 613.4	 −
9尺 2670 2370 666.3	 −

Rタイプ

3尺 870 570

140 125

318.1	 352.1	
4尺 1170 870 371.0	 405.0	
5尺 1470 1170 423.9	 457.9	
6尺 1770 1470 476.8	 510.8	
7尺 2070 1770 529.7	 563.7	
8尺 2370 2070 125 − 616.6	 −
9尺 2670 2370 669.5	 −

 H
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～
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け
上
面
)

　

≪垂木掛け詳細図≫

1. Ｈmax、bを測定してください。
Hmax：垂木掛け取り付け面高さ　　　　　　Hmax＝(									)mm
b：柱標準位置（B）からの柱移動距離　　　　		b＝(									)mm

2. Ａ寸法を下表より選んでください。
　Ａ＝(									)mm

≪ F タイプ≫

≪ R タイプ≫

※3 200

※3 200

▼GL

D

Hm
ax
(垂
木
掛
け
取
り
付
け
面
高
さ
)

67
.5B

30
0

柱
長
さ

30
0

▼GL

D
B

柱
長
さ

67
.5

Hm
ax
(垂
木
掛
け
取
り
付
け
面
高
さ
)

•	柱標準位置（B）で施工する場合は柱長さの算出は不要です。Check
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（単位：mm）

3. 手順１で測定したｂをグラフにあてはめ、Cを求めてください。
　C＝(									)mm
　この表は、柱標準位置（Ｂ）を０に設定しています。

例：600N/㎡ ２.0間4尺のRタイプを躯体側に100mm出幅移動したい
      場合の長さを求める。
　　ただし、垂木掛け取り付け面高さは2500mmとする。

A＝333.0mm(手順２より)
C＝  －21mm(手順３より)
よって、式1より(柱長さ)＝2500－333.0－(－21)＋302＝2490

100
80
60
40
20
0

－20
－40
－60

C

200 150 100 50 0 50 100 150 200

41

0
－12

－38

65

17

－21 －30

b

10

躯体側前枠側

C

200 150 100 50 0 50 100 150 200

b

躯体側前枠側

40
30
20
10
0

－10
－20
－30
－40

32 30

0
－9

－35

26 23

9

－18
－26

18

≪ F タイプ≫

≪ R タイプ≫
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墨出し

垂木掛けの墨出し
1. P.5「柱長さの算出」で確認したHmaxを基に、垂木掛けの墨出しを行ってください。

▼G.L.

67
.5

Hm
ax

垂木掛け

HN
2

W

<単棟側> <連棟側>

▼G.L.

W W

67
.5

Hm
ax

HN
2

67
.5
36

Hm
ax

垂木掛け

単 棟 連 棟

呼称間口 W 屋根幅（WR）
1.0間 1820 1850
1.5間 2730 2760
2.0間 3640 3670
2.5間 4550 4580
3.0間 5460 5490
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柱の墨出し
1. 柱の墨出しを行ってください。

間柱

L

躯
体
～
柱
芯
寸
法

(B
±
b)

L/2 L/2

ポイント

•	柱位置は
507.5以下かつ（WR

※
/4）−92.5以下の範囲で移動可能です。

ただし	200<A<260	の範囲は呼樋での施工はできません。
別途ジャバラ（K-36391）が必要です。
※WR=W+30（P.7参照）

•	前面パネルを取り付ける場合、間口1.5間以上に間柱の取り付けが必要です。
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基礎工事の準備

基礎の掘削 ········································································P.10
基礎の掘削	····················································································P.10
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基礎の掘削

基礎の掘削
基礎の穴掘り
1. 図を参考に、柱の基礎穴をあけてください。

割栗石、砂利または砕石

3
0
0

30
0～
85
0

300～850

アンカー

•	給排水配管、ガス管などの地下埋設物に干渉しないよう掘削時に注意してください。

•	基礎寸法は指定寸法以上で施工してください。
地盤の支持力が得られず、商品が沈下し、外壁などの損傷につながるおそれがあります。

•	基礎の根入れ深さは凍結深度より深くしてください。
地面の水分が凍る過程で商品が押し上げられ、外壁などの損傷につながるおそれがあります。

•	基礎底部には割栗石、砂利または砕石を敷き、アルミ柱内に入った水や結露水が地盤に浸透する
ようにしてください。水が留まると柱の凍結破損や異常腐食につながるおそれがあります。

注 意



基礎の掘削

11

基
礎
工
事
の
準
備

（単位：mm）

■単棟 
【600N/㎡】
呼称間口 1.0間 1.5間 2.0間 2.5間 3.0間
3尺 300 300 350 400 450
4尺 300 350 400 450 500
5尺 300 400 450 450 500
6尺 350 400 450 500 550
7尺 350 450 500 550 600
8尺 350 450 500 550 600
9尺 400 450 550 600 650

【1500N/㎡】
呼称間口 1.0間 1.5間 2.0間 2.5間
3尺 300 350 400 450
4尺 350 400 450 500
5尺 350 450 500 550
6尺 400 450 550 600
7尺 400 500 550 650
8尺 450 500 600 650
9尺 450 550 650 700

■連棟 
【600N/㎡】

呼称間口 2.5間
（1.5間＋1.0間）

3.0間
（1.5間＋1.5間）

3.5間
（1.5間＋2.0間）

4.0間
（2.0間＋2.0間）

3尺 400 450 450 500
4尺 450 500 500 550
5尺 500 500 550 600
6尺 500 550 600 650
7尺 550 600 650 650
8尺 550 600 650 700
9尺 600 650 700 750

【1500N/㎡】

呼称間口 2.5間
（1.5間＋1.0間）

3.0間
（1.5間＋1.5間）

3.5間
（1.5間＋2.0間）

4.0間
（2.0間＋2.0間）

3尺 450 500 550 600
4尺 500 550 600 650
5尺 550 600 650 700
6尺 600 650 700 750
7尺 650 700 750 800
8尺 650 700 800 850
9尺 700 750 800 850

※柱深さ300mm

※柱深さ300mm

割栗石・砂利、砕石の敷き均し
1. 凍結防止のため、基礎部に割栗石、砂利または砕石を敷き均し、突き固めてください。
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本体フレームの施工
連棟部の施工については、外観右側の取り付けを示しています。

垂木掛けの施工 ································································P.14
垂木掛けの加工	············································································P.14
垂木掛けの部品付け	····································································P.15
垂木掛けの取り付け	····································································P.16
垂木掛けのシーリング	·································································P.18

本体フレームの施工 ·························································P.19
前枠の加工（連棟の場合）	···························································P.19
柱の加工	························································································P.20
移動桁の加工（連棟の場合）	·······················································P.21
前枠の部品付け	············································································P.22
前枠連棟部の組み立て（連棟の場合）	·······································P.23
移動桁・柱・妻垂木の部品付け	·················································P.25
移動桁・柱・妻垂木の取り付け	·················································P.30



垂木掛けの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

垂木掛けの施工

垂木掛けの加工

1. 躯体柱の位置にあわせ、垂木掛けに穴(φ6.5)をあけてください。

躯
体
側

垂木掛け

躯体柱
P－A

P－A

A(２5：任意)

A(２5：任意)

躯体側

36

67
.5

けがき溝
穴加工（φ6.5）

垂木掛け

耐荷重性能 P

600N/㎡(3～8尺) 910以下

600N/㎡(9尺)
1500N/㎡ 455以下



垂木掛けの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

垂木掛けの部品付け

連棟の場合

1. 単棟側と連棟側の垂木掛けの加工穴（○部）に穴隠しシールを貼り付けてください。

垂木掛け(単棟側） 垂木掛け(連棟側）
取り付け箇所

垂木掛け
（単棟側）

穴隠しシール

垂木掛け
（連棟側）

穴隠しシール



垂木掛けの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

単棟の場合

1. 垂木掛けの加工穴位置にあわせ、躯体に下穴(φ4.5)をあけてください。
2. 下穴にシーリング材を充てんしてください。
3. 垂木掛けを躯体に取り付けてください。

シ
ー
リ
ン
グ
材

下穴(φ４．５)

垂木掛け

座金組込コーチねじ
(φ６×９０)

垂木掛けの取り付け

•	同梱しているコーチねじの長さは90mmです。取り付け先の壁厚を確認し、内壁を傷めそうな場
合は長さ75mmのコーチねじを使用してください。（別途手配品）

•	躯体にあけた下穴に確実にシーリング材を充てんしてください。

•	コーチねじは確実にねじ込んでください。

注 意

ポイント

•	取り付け面（外壁）の凹凸や倒れこみによって生じるすき間は現地にて調整してください。

ポイント

•	中央1箇所に下穴をあけ、
シーリング材を充てんした上で
固定しておくと、下穴の位置が
出しやすくなります。



垂木掛けの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

連棟の場合

1. 単棟側の垂木掛けを単棟の場合と同様に取り付けてください。

2. 連棟側の垂木掛けを単棟側と同様に取り付けてください。

座金組込コーチねじ
(φ6×90）

垂木掛け（連棟側）

シ
ー
リ
ン
グ
材

垂木掛け(単棟側)

座金組込コーチねじ
(φ6×90）

シーリ
ング材



垂木掛けの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

垂木掛けのシーリング
1. 垂木掛けの壁面にマスキングテープを貼り付けてください。
2. プライマーを塗布し、シーリング溝に沿って、垂木掛けにシーリングを行ってください。
3. マスキングテープをはがしてください。

4. 連棟の場合、垂木掛けカバーの両面テープのハクリ紙をはがし、垂木掛け連棟部に貼り付けてく
ださい。

垂木掛け

シー
リン
グ材

シーリング材

垂木掛け

引っかける

垂木掛けカバー

両面テープ

垂木掛け

垂木掛けカバー

垂木掛け

•	あらかじめ両面テープ貼り付け部の汚れや油分などを落としてください。
貼り付け後、しっかりと押さえつけ、テープを確実に密着させてください。
接着不足の場合、漏水につながるおそれがあります。

お願い



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

前枠の加工（連棟の場合）
1. 前枠に穴をあけてください。
図は外観左部材を示しています。外観右部材も同様です。

本体フレームの施工

6.
3

75

17.5

15 60

7

55

既加工
7.
5

10

φ5.5

2－φ5.5

φ3.5

φ6



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

柱の加工
1. P.5「柱長さの算出」を確認し、柱の切詰めが必要な場合は柱下端から切断してください。

ポイント

•	アンカー取り付け穴まで切断した場合は、
再度穴をあけてください。

㊦

L75.6

75
.6 切断

㊤

100
アンカー
取り付け穴
（φ10通し）



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

移動桁の加工（連棟の場合）
1. 単棟側と連棟側の移動桁に穴をあけてください。
図は外観左部材を示しています。外観右部材も同様です。

≪移動桁 A ≫

≪移動桁 B ≫

≪移動桁 C ≫

24
40

24
56

40
24

90
40

75

15 60

75

15 60

15 60

75

既加工

既加工

既加工

φ5.5

2－φ5.5

2－φ5.5

2－φ5.5

2－φ5.5

2－φ5.5

83
.5

12
1.
5

15
5.
5
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

ドレイン

前枠

穴隠し

前枠の部品付け
1. ドレインを前枠に取り付けてください。
2. 穴隠しを前枠に取り付けてください。

3. 仮置き用のねじを前枠の両端に取り付けてください。

ポイント

•	事前に樋の位置を確認して
取り付けてください。

•	ドレインの向きに注意して
取り付けてください。

≪ R タイプの場合≫

≪ F タイプの場合≫

ドレイン
前枠

ドレイン

前枠

トラスタッピンねじ
(φ5×25)

前枠

約10mm
前枠

4. 連棟の場合、穴塞ぎシールを単棟側と連棟側の前枠連棟部の穴に貼り付けてください。

前枠（単棟側）

前枠（連棟側）
穴塞ぎシール

穴塞ぎシール



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

前枠連棟部の組み立て（連棟の場合）
1. 連結材を単棟側の前枠に取り付けてください。

2. 単棟側の前枠ホロー内部にシーリング材を充てんしてください。

3. 連棟側の前枠を単棟側の前枠連結材に取り付けてください。

前枠（単棟側）

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

連結材

前枠（単棟用）

連結材

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

前枠（単棟側）

連結材

シーリング材

シー
リン
グ材前枠（単棟側）

前枠（単棟側）

前枠（連棟側）

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

前枠（連棟側）

トラスタッピンねじ
(φ5×10)



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

4. 前枠連結カバーの両面テープのハクリ紙をはがし、前枠連棟部に貼り付けてください。
5. 前枠連結カバーを前枠に取り付けてください。
6. 前枠連棟部にシーリング材を充てんしてください。

前枠

トラスタッピンねじ
（φ4×10）

前枠連結カバー

ハクリ紙
前枠（単棟側）

前枠（連棟側）

シー
リン
グ材

シ
ー
リ
ン
グ
材

•	あらかじめ両面テープ貼り付け部の汚れや油分などを落としてください。
貼り付け後、しっかりと押さえつけ、テープを確実に密着させてください。
接着不足の場合、漏水につながるおそれがあります。

お願い



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

移動桁・柱・妻垂木の部品付け
移動桁の部品付け
単棟の場合

1. 裏板（柱連結金具用）を移動桁に挿入してください。

2. 柱連結金具を移動桁に取り付けてください。

3. 垂木連結金具を移動桁に挿入してください。
4. 妻垂木連結金具を移動桁の両端に挿入してください。

5. 桁キャップを移動桁に取り付けてください。

移動桁

裏板

移動桁

柱連結金具

座金組込六角ボルト
（M8×16）

裏板

垂木連結金具
移動桁

垂木連結金具
妻垂木連結金具手順3

手順4

移動桁

桁キャップ

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

ポイント

•	柱連結金具の端部を桁端部にあわせると、	
柱標準位置になります。
詳細はP.84「姿図」をご確認ください。

•	移動桁のタイプによって、柱連結金具の
形状が異なります。

φ5.5加工有

≪移動桁 A ≫ ≪移動桁 B、Ｃ≫



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

連棟の場合
1. 裏板（柱連結金具用）を単棟側と連棟側の移動桁に挿入してください。

2. 柱連結金具を単棟側の移動桁外観左側、連棟側の移動桁外観右側に取り付けてください。

柱連結金具

柱連結金具

座金組込
六角ボルト
（M8×16）

座金組込六角ボルト
（M8×16）

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

ポイント

•	柱連結金具の端部を桁端部にあわせると、	
柱標準位置になります。
詳細はP.84「姿図」をご確認ください。

裏板

移動桁（連棟側）

移動桁（単棟側）



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

3. 垂木連結金具を単棟側と連棟側の移動桁に取り付けてください。
4. 妻垂木連結金具を単棟側の移動桁外観左側と連棟側の移動桁外観右側に取り付けてください。

5. 連結材を単棟側の移動桁に取り付けてください。

垂木連結金具
移動桁

垂木連結金具
妻垂木連結金具手順3

手順4

移動桁（単棟側）

連結材
トラスタッピンねじ
(φ5×10)

連結材

移動桁（単棟側）

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

連結材

移動桁（単棟側）

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

移動桁（単棟側）

連結材
トラスタッピンねじ
(φ5×10)

≪移動桁Ｂ≫

≪移動桁 A ≫

≪移動桁Ｃ≫



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

柱の部品付け
1. 柱アンカーを柱に取り付けてください。

ポイント

•	柱アンカーの脱落防止
例：輪ゴムなどで固定する

 柱

 柱アンカー  輪ゴム
柱アンカー

柱

2. 連棟の場合、柱連結金具を中間柱に取り付けてください。

躯体側

柱アンカー

中間柱

座金組込六角ボルト
(M8×16)

柱連結金具

躯体側



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

妻垂木の部品付け
1. 中桟連結金具を妻垂木に取り付けてください。
2. 妻垂木連結金具を妻垂木に取り付けてください。
図はＦ型・上から施工を示しています。Ｒ型・下から施工の場合も同様にしてください。

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

妻垂木連結金具

中桟連結金具

妻垂木連結金具

妻垂木

ポイント

•	中桟連結金具の向きに注意して	
取り付けてください。



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

移動桁・柱・妻垂木の取り付け
柱の仮固定
1. 柱の向きを確認してください。（刻印が躯体側）
2. 土のう袋、木片などの固定具を利用して柱を仮固定してください。

ダンボールなど

柱

垂木掛け刻印

躯体側



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

移動桁・柱の取り付け
単棟の場合

1. 移動桁の柱連結金具をコーナー柱に挿入してください。
2. 移動桁をコーナー柱に取り付けてください。

座金組込六角ボルト
(M8×16)

コーナー柱

移動桁A

座金組込六角ボルト
(M8×16)

コーナー柱

なべドリルねじ
(φ5×16)

移動桁B、C

≪移動桁 A ≫ ≪移動桁 B、Ｃ≫



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

連棟の場合

1. 単棟側の移動桁の柱連結金具をコーナー柱に挿入してください。

2. 単棟側の移動桁を中間柱の柱連結金具に仮留めしてください。

コーナー柱

中間柱

移動桁（単棟側）

柱連結金具

移動桁（単棟側）

座金組込六角ボルト
(M8×16)

柱連結金具

中間柱

移動桁（単棟側）

裏板

座金組込
六角ボルト
(M8×16)

柱連結金具

中間柱

3. 連棟側の移動桁を単棟側の移動桁の連結材に挿入してください。

中間柱

移動桁（単棟側）

連結材

移動桁（連棟側）



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

4. 連棟側の移動桁の柱連結金具をコーナー柱に挿入してください。

5. 連棟側の移動桁を単棟側の移動桁の連結材に取り付けてください。

柱連結金具

移動桁（連棟側）

コーナー柱

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

(φ5×10)
トラスタッピンねじ

6. 桁キャップを単棟側の移動桁外観左側と連棟側の外観右側の移動桁に取り付けてください。

移動桁

桁キャップ

トラスタッピンねじ
(φ5×10)



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

7. 単棟側の移動桁と連棟側の移動桁のコーナー柱に取り付けてください。

座金組込六角ボルト
(M8×16)

コーナー柱

移動桁A

座金組込六角ボルト
(M8×16)

コーナー柱

なべドリルねじ
(φ5×16)

移動桁B、C

コーナー柱

座金組込六角ボルト
(M8×16)

座金組込六角ボルト
(M8×16)

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

≪移動桁 A ≫ ≪移動桁 B、Ｃ≫
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

8. 中間柱の柱連結金具に仮留めしたボルトを単棟側の移動桁から取りはずしてください。
9. 単棟側の移動桁の裏板を連棟部に移動させてください。

＜裏板挿入後＞

移動桁（単棟側）移動桁（連棟側）

中間柱

柱連結金具

裏板
はずす

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

裏板

中間柱柱連結金具

手
順
８

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

裏板

中間柱

手順9

穴位置にあわせる

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

中間柱
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

10. 単棟側と連棟側の移動桁を中間柱に取り付けてください。

座金組込六角ボルト
(M8×16)

座金組込六角ボルト
(M8×16)

なべドリルねじ
(φ5×16)

移動桁（単棟側）

移動桁（連棟側）

中間柱

座金組込六角ボルト
(M8×16)

≪移動桁 A ≫ ≪移動桁 B、Ｃ≫



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

妻垂木の取り付け
1. 妻垂木を垂木掛けに挿入してください。
2. 妻垂木の見切り線を移動桁の端部にあわせてください。
3. 移動桁の妻垂木連結金具を妻垂木に引っかけて、移動桁に仮留めしてください。

4. 妻垂木を垂木掛けに取り付けてください。
5. 移動桁の妻垂木連結金具を固定してください。

妻垂木

垂木掛け

移動桁

妻垂木 垂木掛け

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

妻垂木

移動桁

妻垂木
連結金具

手順4

手順5

手順1

手順2

妻垂木

垂木掛け

移動桁

妻垂木

見切り線
妻垂木連結金具

手順2

手順３

躯体側

前枠側

躯体側

前枠側



本体フレームの施工
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本
体
フ
レ
ー
ム
の
施
工

（単位：mm）

前枠の取り付け
1. 前枠の仮置き用のねじを妻垂木連結金具に引っかけて、前枠を妻垂木に仮置きしてください。
2. 前枠を妻垂木に取り付けてください。

妻垂木

前枠

手順1

手順2

前枠

妻垂木

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

前枠

妻垂木

トラスタッピンねじ
(φ5×25)

躯体側

前枠側

移動桁調整材の取り付け
1. 屋根勾配（10°）を確認してください。
2. 移動桁調整材を移動桁本体に取り付けてください。

妻垂木

なべドリルねじ
(φ5×16）

移動桁

移動桁

移動桁調整材 なべドリルねじ
(φ5×16）

1
0
°移動桁調整材



屋
根
部
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工
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屋根部の施工

屋根部の施工（上から施工の場合） ··································P.40
垂木の部品付け	············································································P.40
屋根部の取り付け	········································································P.41

屋根部の施工（下から施工の場合） ··································P.51
垂木の部品付け	············································································P.51
屋根部の取り付け	········································································P.52
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

（単位：mm）

垂木の部品付け
1. 中桟連結金具を垂木に取り付けてください。
2. 垂木連結金具を垂木に取り付けてください。

ポイント

•	中桟連結金具の向きに注意して	
取り付けてください。

屋根部の施工（上から施工の場合）

躯体側

前枠側

垂木連結金具

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

中桟連結金具

垂木

トラスタッピンねじ
(φ5×10)
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

（単位：mm）

屋根部の取り付け
垂木の取り付け
1. 垂木を垂木掛けに挿入してください。
2. 垂木を前枠に挿入してください。
3. 垂木を移動桁の垂木連結金具に引っかけてください。

手順1

垂木掛け

垂木移動桁

前枠

手順3
垂木連結金具

垂木

垂木連結金具
移動桁

手順3

手順2

躯体側

前枠側

4. 垂木を垂木掛けに取り付けてください。
5. 垂木を前枠に取り付けてください。
6. 移動桁の垂木連結金具を固定してください。

手順4

5

手順6

垂木掛け

垂木

移動桁

前枠

垂木

垂木掛け

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

垂木

移動桁

垂木連結金具

トラスタッピンねじ

垂木

前枠

（φ5×10）

手順5

躯体側

前枠側
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

（単位：mm）

中桟の取り付け
1. 中桟を妻垂木・垂木の中桟連結金具に挿入してください。
2. 中桟を妻垂木・垂木に取り付けてください。

前枠 移動桁

妻垂木

垂木

中桟

中桟

妻垂木

中桟連結金具

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

中桟

垂木

中桟連結金具

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

躯体側

前枠側

フレームの寸法確認
1. 前枠・妻垂木の直角を確認してください。
2. 妻垂木の勾配（10°）を確認してください。

直角 直角

前枠

妻垂木

1
0
°

妻垂木

≪平面図≫ ≪側面図≫

躯
体
側

躯体側
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

屋根ふき材の取り付け
1. 屋根ふき材養生シートの前枠・垂木掛け挿入部分をはがしてください。

手順2

手順3

垂木掛け

妻垂木 垂木掛け

垂木

屋根ふき材

前枠 移動桁

手順2

屋根ふき材

前枠
屋根ふき材

手順3

躯体側

前枠側

2. 屋根ふき材を垂木掛けに挿入してください。
3. 屋根ふき材を前枠に挿入してください。

養生シート

手順1

手順1屋根ふき材

前枠挿入部分

垂木掛け挿入部分

•	屋根ふき材がマット調の場合、マット面（凹凸面）を屋根下面にして取り付けてください。Check
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

屋根ふき材

垂木掛け

4. 屋根ふき材を垂木掛けにあたるまで、寄せてください。

5. 屋根ふき材の左右ののみ込みをあわせてください。

前枠

垂木

妻垂木

のみ込み のみ込み
養生シートのライン

屋根ふき材

•	養生シートのラインを参考にし、屋根ふき材ののみ込みが左右同じになるように調整してく
ださい。屋根ふき材の耐荷重性能低下の原因となります。

お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

屋根ふき材押えの取り付け
1. 屋根ふき材押えを妻垂木の上にのせてください。
2. 屋根ふき材押えを垂木掛け側に挿入してください。
3. 屋根ふき材押えを前枠のヒレに当ててください。

手順2

手順3

屋根ふき材押え
（妻垂木用）

屋根ふき材押え
（妻垂木用）

ヒレ

垂木掛け

垂木

屋根ふき材押え
（妻垂木用）

前枠
移動桁

手順2

手順1

妻垂木

手順3

手順1
妻垂木

屋根ふき材押え
（妻垂木用）

躯体側

前枠側
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

（単位：mm）

屋根ふき材押え
（妻垂木用）

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

4. 屋根ふき材押えを妻垂木に取り付けてください。

躯体側

前枠側

•	屋根ふき材押えと前枠にすき間がないことを確認してください。

•	屋根ふき材押えと妻垂木にずれがないことを確認してください。

Check

•	前枠側→垂木掛けの順に取り付けてください。雨漏りの原因となります。

•	屋根ふき材押えのねじは、垂直に取り付けてください。
ねじの浮き、および斜めの取り付けは雨漏りの原因となります。

お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

（単位：mm）

「屋根ふき材の取り付け～屋根ふき材押えの取り付け」の繰り返し
1. 上記の作業（屋根ふき材の取り付け～屋根ふき材押えの取り付け）を繰り返してください。

屋根ふき材押え
（垂木用）

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

屋根ふき材押え
（垂木用）

妻垂木 垂木掛け

垂木

屋根ふき材

前枠

垂木

垂木

屋根ふき材押え
（垂木用）

躯体側

前枠側
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

後付ビードの取り付け
1. 後付ビードを垂木掛けに取り付けてください。
2. 後付ビードを前枠に取り付けてください。

後付ビード
（垂木掛け用）

垂木掛け

前枠

後付ビード
（前枠用）

前枠 屋根ふき材

後付ビード

手順2

手順2

手順2

手順1

手順1

後付ビード

垂木掛け屋根ふき材

手順1

木づち
当て木

躯体側

前枠側

屋根ふき材養生シートの取りはずし
1. 養生シートを屋根ふき材からすべてはがしてください。

ポイント

•	後付ビードを取り付ける際、
当て木を使用すると作業が
しやすくなります。

•	後付ビードの向きと押し込み量に注意し、取り付けてください。
屋根ふき材の固定強度が著しく低下し、はずれの原因となります。

お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

垂木掛けキャップの取り付け
1. 垂木掛けキャップにシーリングを行ってください。

2. 垂木掛けキャップを垂木掛けに取り付けてください。

3. 垂木掛けキャップの壁面にマスキングテープを貼り付けてください。
4. シーリング溝に沿って垂木掛けキャップにシーリングを行ってください。
5. マスキングテープをはがしてください。

シーリング材

垂木掛け
キャップ

シー
リン
グ材

シーリング材

垂木掛け

妻垂木

妻垂木
垂木掛け

垂木掛け
キャップ

≪正面図≫ ≪右側面図≫

•	確実に挿入されていることを確認してください。
お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（上から施工の場合）

前枠キャップの取り付け
1. 前枠キャップにシーリング材を充てんしてください。

2. 前枠キャップを前枠に取り付けてください。

前枠キャップ

シーリング材

前枠キャップ

前枠キャップ

前枠

•	確実に挿入されていることを確認してください。
お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

（単位：mm）

屋根部の施工（下から施工の場合）

垂木の部品付け
1. 中桟連結金具を垂木に取り付けてください。
2. 垂木連結金具を垂木に取り付けてください。

躯体側

前枠側

ポイント

•	中桟連結金具の向きに注意して	
取り付けてください。

垂木連結金具

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

中桟連結金具

垂木

トラスタッピンねじ
(φ5×10)
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

（単位：mm）

屋根部の取り付け
中桟の取り付け
1. 中桟を妻垂木の中桟連結金具に挿入してください。
2. 中桟を妻垂木に取り付けてください。

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

中桟連結金具

中桟

妻垂木

垂木掛け

前枠

躯体側

前枠側



53

屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

屋根ふき材の取り付け
1. 屋根ふき材養生シートの前枠・垂木掛け挿入部分をはがしてください。

2. 屋根ふき材を垂木掛けに挿入してください。
3. 屋根ふき材を前枠に挿入してください。
4. 屋根ふき材を垂木掛けにあたるまで、寄せてください。
5. 屋根ふき材を妻垂木に挿入してください。

手順2

屋根ふき材

中桟

妻垂木

垂木掛け

前枠

手順5

手順2

手順4

手順3

垂木掛け

妻垂木

手順5

前枠 手順3
屋根ふき材

垂木掛け

手順4

躯体側

前枠側

養生シート

手順1

手順1屋根ふき材

前枠挿入部分

垂木掛け挿入部分

•	屋根ふき材がマット調の場合、マット面（凹凸面）を屋根下面にして取り付けてください。Check
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

妻垂木

垂木掛け

垂木

前枠

屋根ふき材

手順1
手順4

手順3

手順2

移動桁

垂木

垂木連結金具
移動桁

躯体側

前枠側

垂木の取り付け
1. 垂木を垂木掛けに挿入してください。
2. 垂木を前枠に挿入してください。
3. 移動桁の垂木連結金具を垂木に引っかけてください。
4. 垂木を横にスライドさせ、屋根ふき材に挿入してください。
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

（単位：mm）

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

垂木

垂木

中桟

垂木掛け

垂木

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

トラスタッピンねじ

垂木

前枠

中桟

妻垂木 垂木掛け

前枠

垂木

移動桁

垂木連結金具

（φ5×10）

手順5

手順6

手順8

手順7

移動桁

躯体側

前枠側

5. 垂木を垂木掛けに取り付けてください。
6. 垂木を前枠に取り付けてください。
7. 垂木を中桟に取り付けてください。
8. 移動桁の垂木連結金具を固定してください。
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

（単位：mm）

妻垂木
垂木掛け

前枠

中桟連結金具

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

中桟

妻垂木
垂木掛け

前枠

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

妻垂木 垂木掛け

中桟

前枠

屋根ふき材妻垂木
垂木掛け

前枠

垂木

躯体側

前枠側

「中桟の取り付け～垂木の取り付け」の繰り返し
1. 上記の作業（中桟の取り付け～垂木の取り付け）を繰り返してください。
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

後付ビードの取り付け
1. 屋根ふき材の左右ののみ込みをあわせてください。

前枠

垂木

妻垂木

のみ込み のみ込み
養生シートのライン

屋根ふき材

フレームの寸法確認
1. 前枠・妻垂木の直角を確認してください。
2. 妻垂木の勾配（10°）を確認してください。

直角 直角

前枠

妻垂木

1
0
°

妻垂木

≪平面図≫ ≪側面図≫

躯
体
側

躯体側

•	養生シートのラインを参考にし、屋根ふき材ののみ込みが左右同じになるように調整してく
ださい。屋根ふき材の耐荷重性能低下の原因となります。

お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

前枠 屋根ふき材

後付ビード

垂木

妻垂木

垂木掛け

前枠

手順2

手順3

手順3

手順4

垂木 後付ビード

当て木

木づち

手順3手順3

手順4

後付ビード

垂木掛け屋根ふき材

手順2

木づち

当て木

手順3

妻垂木 後付ビード

当て木
木づち

躯体側

前枠側

屋根ふき材養生シートの取りはずし
1. 養生シートを屋根ふき材からすべてはがしてください。

2. 後付ビードを垂木掛けに取り付けてください。
3. 後付ビードを妻垂木・垂木に取り付けてください。
4. 後付ビードを前枠に取り付けてください。

•	後付ビードの向きと押し込み量に注意し、取り付けてください。
屋根ふき材の固定強度が著しく低下し、はずれの原因となります。

•	妻垂木・垂木の後付ビードは切断せずに、妻垂木・垂木の先端までのみ込ませてください。

お願い

ポイント

•	後付ビードを取り付ける際、当て木を使用すると
作業がしやすくなります。
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

垂木掛けキャップの取り付け
1. 垂木掛けキャップにシーリングを行ってください。

2. 垂木掛けキャップを垂木掛けに取り付けてください。

3. 垂木掛けキャップの壁面にマスキングテープを貼り付けてください。
4. シーリング溝に沿って垂木掛けキャップにシーリングを行ってください。
5. マスキングテープをはがしてください。

シーリング材

垂木掛け
キャップ

シー
リン
グ材

シーリング材

垂木掛け

妻垂木

妻垂木
垂木掛け

垂木掛け
キャップ

≪正面図≫ ≪右側面図≫

•	確実に挿入されていることを確認してください。
お願い
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屋
根
部
の
施
工

屋根部の施工（下から施工の場合）

前枠キャップの取り付け
1. 前枠キャップにシーリング材を充てんしてください。

2. 前枠キャップを前枠に取り付けてください。

前枠キャップ

シーリング材

前枠キャップ

前枠キャップ

前枠

•	確実に挿入されていることを確認してください。
お願い
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雨樋の施工

雨樋の取り付け ································································P.62
雨樋の取り付け	············································································P.62



雨樋の取り付け
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雨
樋
の
施
工

（単位：mm）

1. ブラケット（ベース）をコーナー柱に取り付けてください。
2. ゴミ出しエルボをドレインに挿入してください。
3. 呼び樋を取り付け長さにあわせて切断してください。
	※柱が標準位置の場合：L=270　Fタイプ

L=227　Rタイプ　

4. 呼び樋をゴミ出しエルボに挿入してください。
5. エルボを呼び樋に挿入してください。
6. たて樋を取り付け長さにあわせて	
切断してください。

7. たて樋をエルボに挿入してください。
8. エルボをたて樋に挿入してください。
9. ブラケット（アーム）をたて樋に挿入
してください。

10. たて樋のブラケット（アーム）を
ブラケット（ベース）に取り付けて
ください。

（　　																															　		　）

雨樋の取り付け

雨樋の取り付け

ゴミ出しエルボ

呼び樋※
L=600

たて樋

なべドリルねじ
（φ4×19）

ブラケット
（ベース）

エルボ

ブラケット
（アーム）

エルボ

ドレイン

接
着
剤

接
着
剤

接
着
剤

たて樋の内側一周に
塗布
（水下側）

たて樋差し込み口

エルボ内側一周に塗布

接着剤塗布量

2m
m

4mm （水下側）

この量を目安に塗布してください。 接着剤

接着剤

•	雨樋部品からの水漏れ防止のため、下記の要領で接着剤を塗布してください。
必ず商品に同梱の接着剤をご使用ください。

Check
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基礎工事

基礎の固定 ········································································P.64
基礎コンクリートの打ち込み	·····················································P.64



基礎の固定
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基
礎
工
事

（単位：mm）

基礎の固定

基礎コンクリートの打ち込み
柱の寸法確認
1. 柱の垂直を確認してください。

基礎コンクリートの打ち込み
1. 柱に水抜き穴をあけてください。（穴位置は図を参照）
2. 基礎穴に基礎コンクリートを打ち込んでください。

割栗石、砂利または砕石

コンクリート

アンカー

▼G.L

φ5水抜き穴（片側）
現合加工

約
3
0
m
m

•	アルミ柱を建ててからコンクリートを打設してください。アルミ柱内部にコンクリートが入り、
水が溜まると柱の凍結破損や異常腐食につながるおそれがあります。

•	基礎コンクリートには、腐食性の強い塩素系混和剤(急結剤など)や強アルカリ系硬化促進剤、
海砂などは使用しないでください。柱の異常腐食や、商品の破損につながるおそれがあります。

注 意

•	コンクリートの強度が十分になるまで、過度の衝撃や荷重を与えないようにし、
雨、霜、凍結、日光などに対してコンクリートを保護してください。（目安：4～7日）

•	コンクリートなどが商品に付着した場合はすみやかに拭き取ってください。
外観不良(シミ・汚れ・つや落ち)につながるおそれがあります。

お願い

•	コンクリートは十分に締め固めてください。
ジャンカや空隙などが発生し、コンクリートの品質が低下します。

お願い

•	指定位置に必ず水抜き穴をあけてください。
凍結破損や異常腐食につながるおそれがあります。

注 意
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屋根妻パネルの取り付け

屋根妻パネルの取り付け ··················································P.66
出幅7～9尺の場合	··································································P.66
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屋
根
妻
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け

（単位：mm）

屋根妻パネルの取り付け

出幅 7 ～ 9 尺の場合
1. 吊束連結金具を腕木に取り付けてください。

2. 屋根妻パネルの養生シートをはがしてください。
3. シーラーを屋根妻パネルの穴にあわせて貼り付けてください。

4. 低頭ボルトの高ナットをゆるめ、吊束Aの溝に低頭ボルトを挿入してください。

なべドリルねじ
（φ4×19）

腕木

吊束連結金具

屋根妻パネル
シーラー

屋根妻
パネル 外

シーラー

内

シーラー

ハクリ紙を
はがす

穴位置を
あわせる

低頭ボルト
高ナット

吊束A
溝

低頭
ボルト

高ナット

吊束A

加工・切詰め、部材の取り付け、部品の取り付け、たて枠の取り付け、腕木の取り付け、キャップ
の取り付け、たて廻り縁の取り付け、屋根妻パネルの取り付け（出幅3～6尺の場合）については、
屋根妻パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。



屋根妻パネルの取り付け
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屋
根
妻
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け

（単位：mm）

5. 低頭ボルトを吊束Aの刻印位置にあわせ、高ナットを締めてください。

6. 吊束Bを吊束Cに挿入してください。

7. 吊束Aの低頭ボルトを屋根妻パネルの穴に挿入してください。

刻印

高ナット

吊束A高ナット

吊束C

吊束B

吊束B

吊束C

屋根妻パネル

低頭ボルト
(M5×30)

吊束A

シーラー

室内側



屋根妻パネルの取り付け
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屋
根
妻
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け

（単位：mm）

8. 吊束B、Cを吊束連結金具に挿入してください。
9. 吊束B、Cを吊束Aの低頭ボルトに挿入してください。

10. 吊束B、Cを吊束Aに仮留めしてください。
11. 吊束B、Cを上廻り縁に取り付けてください。
12. 吊束B、Cを腕木に取り付けてください。

トラス
タッピンねじ
(φ5×10)

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

フランジ付
六角ナット

吊束A手順10

手順11

手順12

上廻り縁

腕木吊束B、C

吊束B、C

低頭ボルト
（M5×30）

吊束A

吊束B、C

吊束
連結金具

吊束A

吊束B、C
吊束A

低頭ボルト
(M5×30)

吊束連結金具

手順8

手順9

吊束連結金具

吊束B

吊束C

吊束A

≪挿入位置≫

室内側

ポイント

•	吊束B、Cと腕木の間にすき間が出ない
よう腕木を持ち上げながら取り付けて
ください。
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屋
根
妻
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け

（単位：mm）

13. 後付ビードを取り付けてください。

14. 吊束B、Cを吊束Aに本固定してください。
15. 吊束アタッチメントを吊束B、Cに取り付けてください。

上廻り縁

屋根妻キャップ

後付ビード 腕木

たて廻り縁

10 10

吊束A

後付ビード

吊束A

後付
ビード

10 10

吊束A

吊束B、C

吊束
アタッチメント

吊束
アタッチメント

押縁の取り付け、後付ビードの取り付け、シーリングについては、屋根妻パネルに同梱されている
組立・施工説明書を参照してください。
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前面パネルの取り付け

前面パネルの取り付け ······················································P.72
連棟部の組み立て (2.5 間以上の場合 )	····································P.72
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前
面
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け

（単位：mm）

前面パネルの取り付け

中桟

中桟

中桟連結金具

（φ5×10）
トラスタッピンねじ

上下枠

上下枠連結材

上下枠

（φ4×10）
小トラスタッピンねじ

連棟部の組み立て (2.5 間以上の場合 )
上枠・下枠・中桟の加工
1. 上枠、下枠、中桟に穴をあけてください。

連棟部の組み立て
1. 連結材を上枠、下枠、中桟に挿入してください。
2. 上枠、下枠、中桟と連結材を固定してください。

組み立ての順序については、前面パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。
1.0 ～ 2.0 間の場合は、前面パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。

部品の取り付け、枠の取り付け、パネル材の取り付けについては、前面パネルに同梱されている組立・
施工説明書を参照してください。

Hs≧16の場合

70
φ5

70
φ5

30
.5

既加工

70φ5 70 φ5

30
.5

既加工
　

38.3

12
9

55

7020

(21
.5)

55

70 20

(21
.5)

4－φ6 4－φ6

上枠 下枠

中桟
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躯体式バルコニー対応（柱部）の取り付け

躯体式バルコニー対応（柱部）の取り付け ·······················P.74
柱長さの算出（出幅８・９尺の場合）	·······································P.74
柱の取り付け（出幅８・９尺の場合）	·······································P.75
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躯
体
式
バ
ル
コ
ニ
ー
対
応
（
柱
部
）
の
取
り
付
け

（単位：mm）

躯体式バルコニー対応（柱部）の取り付け

柱長さの算出（出幅８・９尺の場合）

躯体補強、柱ブラケットの取り付け、柱の部品付けについては、躯体式バルコニー対応 (柱部 ) に
同梱されている組立・施工説明書を参照してください。
3～ 7尺の場合は、躯体式バルコニー対応 ( 柱部 ) に同梱されている組立・施工説明書を参照して
ください。

(柱長さ)＝(Hmax：垂木掛け取り付け面高さ※1)−A−C−58…(式1)
　　　　※1：(垂木掛け取り付け面高さ)は現地にて測定

1. Ｈmax、bを測定してください。
Hmax：垂木掛け取り付け面高さ　　　　　　Hmax＝(									)mm
b：柱標準位置（B）からの柱移動距離　　　　		b＝(									)mm

屋根形状 呼称出幅 Ｄ Ｂ
（標準）

※２ Ａ
単棟 単棟

1.0～2.0間 2.5間 1.0～2.0間 2.5間

Ｆタイプ
8尺 2370 2070

160 −
613.4	 −

9尺 2670 2370 666.3	 −

Ｒタイプ
8尺 2370 2070

125 −
616.6	 −

9尺 2670 2370 669.5	 −

 H
m
ax
(垂
木
掛
け
取
り
付
け
面
高
さ
)

(F
.L
)～
(垂
木
掛
け
上
面
)

≪垂木掛け詳細図≫

60

Hm
ax

B
D

柱
長
さ 200※2

2. Ａ寸法を下表より選んでください。
　Ａ＝(									)mm

3. 手順１で測定したbをグラフにあてはめ、Ｃを求めてください。
　Ｃ＝(									)mm
この表は、標準柱移動距離を300mmに設定しています。

≪Ｆタイプ≫ ≪Ｒタイプ≫
100
80
60
40
20
0

－20
－40
－60

C

200 150 100 50 0 50 100 150 200

41

0
－12

－38

65

17

－21 －30

b

10

躯体側前枠側

C

200 150 100 50 0 50 100 150 200

b

躯体側前枠側

40
30
20
10
0

－10
－20
－30
－40

32 30

0
－9

－35

26 23

9

－18
－26

18
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躯
体
式
バ
ル
コ
ニ
ー
対
応
（
柱
部
）
の
取
り
付
け

（単位：mm）

柱の加工
1. 下図を参照にX,Y寸法を測定し、通し穴(φ10)を柱にあけてください。

柱の取り付け（出幅８・９尺の場合）

E

X：
E+
50
以上

Y：
25
0以
上

Y：
25
0以
上

60 37.5

Y：
25
0以
上

Y：
25
0以
上

3－φ10
通し加工

柱ブラケット

E：防水仕上げ面

X：
E+
50
以
上

60

E

X:
E+
50
以上

Y：
25
0以
上

Y：
25
0以
上

37.5

Y：
25
0以
上

Y：
25
0以
上

3－φ10
通し加工

柱ブラケット

E：防水仕上げ面

X：
E+
50
以
上

≪コーナー部≫

≪中間部≫

ポイント

•	柱の向きに注意してください。

•	排水口カバーがある場合、カバーを取りはずせる寸法に柱を切詰めてください。

•	柱ブラケットを防水仕上げ面に取り付けないでください。ご注意
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躯
体
式
バ
ル
コ
ニ
ー
対
応
（
柱
部
）
の
取
り
付
け

（単位：mm）

六角ボルト
（Ｍ8×100）

主柱

ワッシャー
（Ｍ8用）
スプリングワッシャー
（Ｍ8用）

柱ブラケット
（コーナー用）

柱

柱の取り付け

コーナー部の場合

1. 柱を柱ブラケットに取り付けてください。

ポイント

•	柱ブラケットは、サイズによって個数が異なります。
呼称出幅Ｄ ブラケット数
3～７尺 2
8・9尺 3

正面
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躯
体
式
バ
ル
コ
ニ
ー
対
応
（
柱
部
）
の
取
り
付
け

（単位：mm）

調整ライナー(t=1)
5枚同梱

80.4

75

調整ライナー

BA

柱位置調整 アングル

柱ブラケット

取り付け面が傾いている場合

1. 柱ブラケットに取付いているアングルを取りはずしてください。

2. 柱ブラケットの上の穴にアングルを取り付けてください。

3. 柱が垂直になるように、柱ブラケットと柱面の間に調整ライナーを差し込んで調整してく
ださい。

アングル

皿タッピンねじ
（φ5×16）

アングル

皿タッピンねじ
（φ5×16）

5

5

この穴を使用する。 この穴を使用する

柱ブラケット アングル

柱ブラケット

アングル

枚数
A B
1 4
2 3
3 2
4 1
5 0

【調整ライナー枚数】
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躯
体
式
バ
ル
コ
ニ
ー
対
応
（
柱
部
）
の
取
り
付
け

（単位：mm）

袋ナット
（Ｍ8用）

スプリング
ワッシャー
（Ｍ8用）

ワッシャー
（Ｍ8用）

柱ブラケット
（中間用）

柱

φ10穴
（現地加工）

柱

六角ボルト
（Ｍ8×100）

六角ボルト
（M8×100）

袋ナット
（M8用）

ブラケット
（アーム）

たて樋

柱

ブラケット
（ベース）

柱連結ブラケット
（中間用）

スプリング
ワッシャー
（M8用）

ワッシャー
（M8用） スプリング

ワッシャー（M8用）

ワッシャー（M8用）

躯体柱

ポイント

•	たて樋を取り付ける場合は、たて樋側から六角ボルトを差し込んでください。
たて樋側に袋ナットを取り付けると、たて樋と袋ナットが干渉します。

ポイント

•	柱ブラケットは、サイズによって
個数が異なります。

呼称出幅Ｄ ブラケット数
3～７尺 2
8・9尺 3

中間部の場合

1. 柱を柱ブラケットに取り付けてください。

正面
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切断・加工要領図
現場の状況に応じて部材の切断・加工を行ってください。

切詰め ···············································································P.80
切詰め	····························································································P.80
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（単位：mm）

A
(切詰め量）

A
(切詰め量）

A
(切詰め量）

55 20
2－φ4.5

55 A
(切詰め量）

5520

2－φ4.5
15 A

(切詰め量）

24
17

15

2－φ5.5

24
17

15

15 A
(切詰め量）2－φ5.5

17
24

90

15

15 A
(切詰め量）3－φ5.5

A
(切詰め量）

29.5

φ7

10
.4

10
.2

4.
6

20

48
.1

44.7

10
7

80

14
5

80

17
9

80

124

65
67
.5

36.4

26
.3

26

11
.5

切詰め

切詰め
間口方向の切詰め
≪加工図≫

前枠

中桟

移動桁調整材 

移動桁 A

移動桁 B

移動桁 C屋根ふき材

垂木掛け
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（単位：mm）

出幅方向の切詰め出幅方向の切詰め
≪公式≫

A：切詰め量

B：切断量

B=
A

cos10°

cos10°=0.985A

1
0
°

B

屋根ふき材押え（妻垂木用）

屋根ふき材押え（垂木用）

屋根ふき材

B

40

55
.5

15

φ5.5

30
.2

B

15

φ5.5通し

50

54
.3

B30
.2

31
.3

560

φ5.5

B

60

φ5.5

50
5B

6.
3

25
※下から施工の場合も同様

※下から施工の場合も同様

≪加工図≫

垂木

妻垂木

躯体側

躯体側
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姿図・商品断面図

姿図・商品断面図 ·····························································P.84
姿図	·······························································································P.84
商品断面図	····················································································P.88
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（単位：mm）

姿図・商品断面図

姿図
本体
●600N/㎡

0※1
柱移動範囲

※10 00 ※1
柱移動範囲

0※1

柱移動範囲

0※10 00 00※10

▼G.L.

※3 200 200※3

W(連棟)＝P×n2W(単棟)＝P×n1W＝P×n

L2L1

□75

A A※2

WR

□75

A A

WR

HR

DR

BB

HR
HN
1

DR

15 15 15 15

30
0

78.4

30
0

67
.5 82.5

67
.5

DD

L
L

HN
2

HN
2

Hm
ax

Hm
ax

HN
1

標
準
柱
:H ＝

2, 6
00

標
準
柱
:H ＝

2, 6
00

ロ
ン
グ
柱
:H ＝

3, 1
00

ロ
ン
グ
柱
:H ＝

3, 1
00

【Rタイプ】【Fタイプ】

【連棟】【単棟】
呼称幅1.0～4.0間、呼称出幅3～8尺

※中桟本数:垂木1ピッチ当りの本数

※連棟(3.5～4.0間)の高さは呼称幅1.0～2.0間と同じ

■間口

H:G.L～移動桁下端
HR:前枠下端～垂木掛け上端
HN1:G.L～前枠下端
HN2:G.L～垂木掛け下端
Hmax:G.L～垂木掛け上端

D:出幅
DR:屋根出幅
B:外壁～柱芯

A:柱芯～屋根端部
※1:507.5以下 かつ (WR/4)－92.5以下
※2:200＜A＜260 は呼樋施工不可(別途ジャバラ必要)

W:躯体柱芯々
L､L#:柱の中心間距離
WR:屋根幅

P:垂木ピッチ

※Hmax､HN1､HN2は柱が標準位置の場合を示す

8尺 125
7尺
6尺
5尺
4尺 140

140
170

3尺

※連棟は呼称幅1.0～2.0間と同じ

140
9尺

Rタイプ

Fタイプ

2.5間1.0～2.0間

9尺
170

形状
屋根

出幅
呼称 単棟

3.0間
3尺

180
170

1704尺
5尺
6尺
7尺

1608尺

B(標準)

Rタイプ

Fタイプ

2,452.5
2,152.5
1,852.5
1,552.5
1,252.5
952.5

2,448.4
2,148.4
1,848.4
1,548.4
1,248.4
948.4

2,752.5

2,748.49尺 2,670 539.6 3,232.3 3,164.8 3,232.3 3,164.8 3,266.3 3,198.8

9尺 2,670 705.1 3,235.5 2,530.4 3,168.0 3,235.5 3,168.0 3,269.5 3,202.0

形状
屋根

出幅
呼称 D DR HR

呼称幅

本数
中桟単棟

1.0～2.0間 2.5間 3.0間
標準柱 標準柱 標準柱

Hmax HN1 HN2 Hmax HN1 HN2 Hmax HN1 HN2
3尺 870 570 222.3 2,876.9

2,654.6

2,809.4 2,914.9

2,692.6

2,847.4 2,914.9

2,692.6

2,847.4 0
4尺 1,170 870 275.2 2,929.8 2,862.3 2,967.8 2,900.3 2,967.8 2,900.3

15尺 1,470 1,170 328.1 2,982.7 2,915.2 3,020.7 2,953.2 3,020.7 2,953.2
6尺 1,770 1,470 381.0 3,035.6 2,968.1 3,073.6 3,006.1 3,073.6 3,006.1
7尺 2,070 1,770 433.9 3,088.5 3,021.0 3,126.5 3,059.0 3,160.5

2,726.6

3,093.0
28尺 2,370 2,070 486.8 3,179.4

2,692.6
3,111.9 3,179.4 3,111.9 3,213.4 3,145.9

3尺 870 570 387.7 2,880.1

2,492.4

2,812.6 2,918.1

2,530.4

2,850.6 2,918.1

2,530.4

2,850.6 0
4尺 1,170 870 440.6 2,933.0 2,865.5 2,971.0 2,903.5 2,971.0 2,903.5

15尺 1,470 1,170 493.5 2,985.9 2,918.4 3,023.9 2,956.4 3,023.9 2,956.4
6尺 1,770 1,470 546.4 3,038.8 2,971.3 3,076.8 3,009.3 3,076.8 3,009.3
7尺 2,070 1,770 599.3 3,091.7 3,024.2 3,129.7 3,062.2 3,163.7

2,564.4

3,096.2

28尺 2,370 2,070 652.2 3,182.6 3,115.1 3,182.6 3,115.1 3,216.6 3,149.1

■柱出幅移動範囲(※3)■出幅･高さ

66－ 8
666－

－

－

－5.0間(1.5＋2.0＋1.5)
4.5間(1.5＋1.5＋1.5)3連棟 2,730 2,730 2,730 8,220 3 3 3 8,035 2,652.5 2,730 2,652.5

2,730 3,640 2,730 9,130 3 4 3 8,945 2,652.5 3,640 2,652.5

L3L(A:標準)n3n3W(連棟1) W(連棟2)
9尺3～8尺

P n n1 n2

455

4

－ －
6
8
10
12

－ 6 8
8 8

呼称幅 単棟 連棟 WR P n n1 n2 L1 L2 A(標準)W W(単棟)

単棟

1.0間 1,820

－ －

1,850

910

2

－ － －

1,665

－ －

92.5

1.5間 2,730 2,760 3 2,575
2.0間 3,640 3,670 4 3,485
2.5間 4,550 4,580 5 4,395
3.0間 5,460 5,490 6 5,305

連棟 3.5間(1.5＋2.0) － 2,730 3,640 6,400 － 3 4 6,215 2,652.5 3,562.5
4.0間(2.0＋2.0) 3,640 3,640 7,310 4 4 7,125 3,562.5 3,562.5－

－

－

－
－

－

－
－

2,370

2,370

HN2HN1Hmax

3連棟
4.5～5.0間
標準柱

3,115.1
2,530.4

3,182.6
3,024.23,091.7
2,971.33,038.8
2,918.42,985.9
2,865.52,933.0
2,812.6

2,492.4

2,880.1

3,111.9
2,692.6

3,179.4
3,021.03,088.5
2,968.13,035.6
2,915.22,982.7
2,862.32,929.8
2,809.4

2,654.6

2,876.9

3,168.03,235.5

3,164.83,232.3

※ロング柱の場合はHmax､HNは＋500㎜

0※1
柱移動範囲

※10
柱移動範囲 柱移動範囲

※10※1 0 00 000 ※100 ※1 0

W(連棟)＝P×n2W(単棟)＝P×n1W＝P×n

L2L1

□75

A A※2

□75

A A

WR
15 15 1515

▼G.L.

L
L

WR
【連棟】【単棟】

呼称幅1.0～4.0間、呼称出幅9尺
【3連棟】
呼称幅4.5～5.0間、呼称出幅9尺

【3連棟】
呼称幅4.5～5.0間、呼称出幅3～8尺

15

LA

□75

L1 L2

15

A
L3

W(単棟)=P×n1 W(連棟1)=P×n2 W(連棟2)=P×n3
WR

※2

15

LA

□75

L1 L2

15

A
L3

WR
W(単棟)=P×n1 W(連棟1)=P×n2 W(連棟2)=P×n3

※2
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（単位：mm）

●1500N/㎡

0※1
柱移動範囲

※10 ※10
柱移動範囲

※100 0

200※3 200※3

▼G.L.

DD

L
L

標
準
柱
:H ＝

2, 6
00

ロ
ン
グ
柱
:H ＝

3, 1
00

標
準
柱
:H ＝

2, 6
00

ロ
ン
グ
柱
:H ＝

3, 1
00

WR
W(連棟)＝P×n2W＝P×n

10° 10°

L2L1

□75

A A※2

WR

□75

A A

Hm
ax

HN
2

HR
HN
1

DR

BB

HN
2

Hm
ax

HR
HN
1

DR

15 15 15 15

30
0

78.4

67
.5

30
0

82.5

67
.5

W(単棟)＝P×n1

【単棟】 【連棟】

【Fタイプ】 【Rタイプ】

呼称幅1.0～4.0間、呼称出幅3～9尺
【3連棟】
呼称幅4.5～5.0間、呼称出幅3～9尺

H:G.L～移動桁下端
HR:前枠下端～垂木掛け上端
HN1:G.L～前枠下端
HN2:G.L～垂木掛け下端
Hmax:G.L～垂木掛け上端

D:出幅
DR:屋根出幅
B:外壁～柱芯

A:柱芯～屋根端部
※1:507.5以下 かつ (WR/4)－92.5以下
※2:200＜A＜260は呼樋施工不可(別途ジャバラ必要)

W:躯体柱芯々
L､L#:柱の中心間距離
WR:屋根幅
P:垂木ピッチ

9尺 －1258尺
7尺
6尺
5尺
4尺

125140

3尺
9尺 －1608尺
7尺
6尺
5尺
4尺

160170

3尺
2.5間

単棟呼称
出幅

屋根
形状

3,202.03,269.5705.12,752.52,6709尺 －－－3,149.12,564.43,216.6652.22,452.22,3708尺 2
3,096.23,163.73,062.23,129.7599.32,152.52,0707尺
3,043.33,110.83,009.33,076.8546.41,852.51,7706尺
2,990.43,057.92,956.43,023.9493.51,552.51,4705尺 1
2,937.53,005.02,903.52,971.0440.61,252.51,1704尺

02,884.6

2,564.4

2,952.12,850.6

2,530.4

2,918.1387.7952.58703尺
3,198.83,266.3539.62,748.42,6709尺 －－－3,145.92,726.63,213.4486.82,448.42,3708尺 2

3,093.03,160.53,059.03,126.5433.92,148.42,0707尺
3,040.13,107.63,006.13,073.6381.01,848.41,7706尺
2,987.23,054.72,953.23,020.7328.11,548.41,4705尺 1
2,934.33,001.82,900.32,967.8275.11,248.41,1704尺

02,881.4

2,726.6

2,948.92,847.4

2,692.6

2,914.9222.3948.48703尺
HN2HN1HmaxHN2HN1Hmax

標準柱標準柱
2.5間1.0～2.0間

単棟 中桟
本数

呼称間口

HRDRD呼称
出幅

屋根
形状

3,562.53,562.57,125887,3103,6403,6404.0間(2.0＋2.0)
3,562.52,652.56,215866,4003,6402,7303.5間(1.5＋2.0)
2,652.52,652.55,305665,4902,7302,7303.0間(1.5＋1.5)
2,652.51,742.54,39564

－

4,5802,7301,820

－

2.5間(1.0＋1.5)

連棟

4,395104,5804,5502.5間
3,48583,6703,6402.0間
2,57562,7602,7301.5間

92.5

－－

1,665

－－

4

455

1,850

－－

1,8201.0間

単棟

W(単棟)W A(標準)L2L1n2n1nPWR連棟単棟呼称幅

※連棟は呼称幅1.0～2.0間と
　同じ

■柱出幅移動範囲(※3)

※中桟本数:垂木1ピッチ当りの本数

※連棟(2.5～4.0間)の高さは呼称幅1.0～2.0間と同じ
※Hmax､HN1､HN2は柱が標準位置の場合を示す

■間口

■出幅･高さ

L(A:標準)

Rタイプ

Rタイプ

Fタイプ

Fタイプ

3連棟

2,914.9

2,692.6

2,847.4
2,967.8 2,900.3
3,020.7 2,953.2
3,073.6 3,006.1
3,126.5 3,059.0
3,213.4 2,726.6 3,145.9
3,266.3 3,198.8
2,918.1

2,530.4

2,850.6
2,971.0 2,903.5
3,023.9 2,956.4
3,076.8 3,009.3
3,129.7 3,062.2
3,216.6 2,564.4 3,149.1
3,269.5 3,202.0

W(連棟2)W(連棟1) n3 L3

－

－ －

－

3,6408,94589,1302,7303,6402,730
2,652.52,7302,652.58,0356668,2202,7302,7302,7304.5間(1.5＋1.5＋1.5)

5.0間(1.5＋2.0＋1.5) －

－

－

－ 6 6 2,652.5 2,652.5

Hmax HN1 HN2

3連棟
4.5～5.0間
標準柱

※ロング柱の場合はHmax､HNは＋500㎜

1.0～2.0間

15

LA

□75

L1 L2

15

A
L3

WR
W(単棟)=P×n1 W(連棟1)=P×n2 W(連棟2)=P×n3

□75

※2

柱移動範囲

00 00※10 ※1 0
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（単位：mm）

屋根妻パネル

出幅 7 ～ 9 尺
≪ F タイプ≫

≪ R タイプ≫

出幅3～6尺については、屋根妻パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。

■出幅・高さ

[屋根妻FG]

78.4
DR

B
10°

HR
( 35
.1)

D
D:出幅

HR:前枠下端～垂木掛け上端
H:G.L～前枠下端
B:外壁～柱芯
DR:屋根出幅

本図は下記を表す。
　･600N/㎡ 9尺 Fタイプ

出幅
呼称 D B(標準) DR HR

7尺 2,070 1,770 2,148.4 433.9
8尺 2,370 2,070 2,448.4 486.8
9尺 2,670 2,370 2,748.4 539.6

■出幅・高さ

■屋根妻パネルサイズ対応表

[屋根妻RG]

:屋根妻FG､RG

D:出幅

HR:前枠下端～垂木掛け上端
H:G.L～前枠下端
B:外壁～柱芯
DR:屋根出幅

本図は下記を表す。
　･600N/㎡ 9尺 Rタイプ

呼称出幅
7尺 21
8尺 24
9尺 27

1500N/㎡600N/㎡

出幅
呼称 D B(標準) DR HR

7尺 2,070 1,770 2,152.5 599.3
8尺 2,370 2,070 2,452.5 652.2
9尺 2,670 2,370 2,752.5 705.1

HR

82.5
B

DR

10°

( 15
)

D
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（単位：mm）

前面パネル

≪ 1 段タイプ：Ｈｓ＝ 800、1000 ≫
2.5 ～ 3.0 間

≪ 2 段タイプ：Ｈｓ＝ 1600、2000 ≫

呼称幅 Ls P n L
C:(標準) L1 L2 L3 C

(標準)
2.5間 4590

910
5 4395 1287.5 1365 1742.5

97.5
3.0間 5500 6 5305 1742.5 1820 1742.5

※1	間柱は、柱ピッチが2000以下の範囲で移動可。間柱は、間口1.0間の場合には使用しない。

15
P P P

15
WR
W

P P

Hs
=8
00

Hs
=1
00
0

H=
25
00

30
0

L3 L2
L

Ls=P×n+40
CC

P

15
P P P

P P P

15
P P P

15
WR
W

P P

H=
25
00

30
0

L CC

P

15
P P P

P P P
L1 L3 L2

Ls=P×n+40

L1

Hs
=1
60
0

Hs
=2
00
0

▼G.L

※1 ※1

▼G.L ※1 ※1

1.0 ～ 2.0 間について、前面パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。
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【側面図】Fタイプ

B

BA

A

20

65

5.1

10
7

80
67
.53
6

62

17

40

55.5

44
6.74.817

26 18.7
26.3

31.85.7 56

17
50

4.8
6.7

4455.5

17

30

75

26
10 20

DR

WR

･7尺～ :2本/垂木ピッチ
･4～6尺:1本/垂木ピッチ
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【側面図】Fタイプ
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C 連棟部
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移動桁中心軌跡
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[移動桁A]

[移動桁B] [移動桁C]

C－C断面 D－D断面

B－B断面

[移動桁C][移動桁B]

●端部

●連棟部
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4尺以降中桟付き
･4～6尺:1本/垂木ピッチ
･7尺～ :2本/垂木ピッチ移動桁中心軌跡

移動桁中心軌跡
･7尺～ :2本/垂木ピッチ
･4～6尺:1本/垂木ピッチ
4尺以降中桟付き
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【側面図】Rタイプ
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【側面図】Rタイプ

※移動桁B､Cの場合

※

移動桁中心軌跡

移動桁中心軌跡

C 連棟部
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【側面図】移動桁納まり一覧（Fタイプ・Rタイプ）
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･600N/㎡

1.0間 1.5間 2.0間 2.5間 3.0間

18 27 36 45 54
3尺 09
4尺 12
5尺 15
6尺 18
7尺 21
8尺 24
9尺 27

1.0間 1.5間 2.0間 2.5間

18 27 36 45
3尺 09
4尺 12
5尺 15
6尺 18
7尺 21
8尺 24
9尺 27

出幅
呼称

出幅
呼称

呼称幅呼称幅

[移動桁A] [移動桁B] [移動桁C]

■移動桁サイズ対応表

:移動桁A
:移動桁B

:移動桁C

･1500N/㎡
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【正面図】共通
＜上から施工＞
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W＝P×n

■垂木サイズ対応表

:垂木A

:垂木B

出幅
呼称 上から施工

N/㎡
600
N/㎡

1500

3尺
4尺
5尺
6尺
7尺
8尺
9尺

[妻垂木A] [垂木A] [垂木B]

垂木掛け部

中桟部

移動桁部

前枠部

＜下から施工＞

6.74.8
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出幅
呼称 下から施工

N/㎡
600
N/㎡

1500

3尺
4尺
5尺
6尺
7尺
8尺
9尺

■垂木サイズ対応表

:垂木UA

:垂木UB

[妻垂木UA] [垂木UA] [垂木UB]

垂木掛け部

中桟部

移動桁部

前枠部
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屋根妻パネル

≪妻垂木納まり≫

出幅3～6尺については、屋根妻パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。

出幅 7 ～ 9 尺

C－C断面B－B断面 E－E断面

D－D断面A－A断面

※屋根妻パネルの移動は不可
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C－C断面B－B断面 E－E断面

D－D断面A－A断面

※屋根妻パネルの移動は不可
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前面パネル

2.5 ～ 3.0 間

1.0 ～ 2.0 間については、前面パネルに同梱されている組立・施工説明書を参照してください。

20
20 P

C
L1 L2

C

P P P 20
40 40 40 20

12 12 12 12 12 12 12 12

75 75 75

L

40 40
12 12 12 12

L3

P P

75

Ls=P×n+40

37
.5

75

※※

3.
5 2 0.
5

20
.5

3.
52 6
9 17



97



お客様メモ

●表示内容は2019年12月現在のものです。
株式会社大仙

https://daisen-exterior. jp/ホームページ

Printed	in	Japan 	No. XAAAA-K19-648B1 01DS				


